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　はじめに

イソギンポ科魚類（Blenniidae）は世界で約 60

属 390種が知られており，そのうち 30属 80種が

日本国内から記録されている（村瀬ほか，2011；

藍澤・土居内，2013）．薩摩半島西岸における魚

類相調査の過程で，4個体のマツバギンポ属と 2

個体のハタタテギンポ属魚類が採集された．その

後，これらの標本はそれぞれマツバギンポ

Mimoblennius atrocinctus (Regan, 1909)とフタホシ

ニジギンポ Petroscirtes springeri Smith-Vaniz, 1976

に同定された．各種の日本国内における記録はマ

ツバギンポが八丈島から高知県沖の島にかけての

太平洋沿岸，小笠原諸島，および鹿児島県硫黄島

以南の琉球列島で，フタホシニジギンポが山口県

日本海沿岸，千葉県館山湾から高知県柏島にかけ

ての太平洋沿岸，および愛媛県室手である（藍澤・

土居内，2013）．したがって，両種は九州沿岸か

らの初記録となるためここに報告する．

　材料と方法

マツバギンポとフタホシニジギンポの標本の

計数・計測はそれぞれ，川間ほか（2017）と

Smith-Vaniz (1976)にしたがった．頭部感覚孔の

名称は藍澤・土居内（2013）にしたがった．なお，

眼上皮弁は左右の分枝数を計数した．標準体長は

体長または SLと表記し，体各部の計測はデジタ

ルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．両種

の色彩の記載は，固定前に撮影された笠沙産の標

本（記載標本の項を参照）のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されて

おり，上記の生鮮時の画像は同館のデータベース

に登録されている．

　結果と考察

Mimoblennius atrocinctus (Regan, 1909)

マツバギンポ　（Fig. 1, Table 1）

標 本　4 個 体：KAUM–I. 124425， 体 長 48.1 

mm，KAUM–I. 124426，体長 39.5 mm， KAUM–I. 

124489，体長 23.9 mm，KAUM–I. 124490，体長

23.5 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦米島南

方（31°25′55′′N, 130°07′19′′E）水深 6–14 m，2018

年 12月 16日，手網，山田守彦ほか．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は

細長く後方に向かうにしたがい側扁する．体背縁

は吻端から眼にかけてほぼ垂直に上昇し，その後

背鰭第１棘基部にかけて緩やかに上昇，そこから

尾柄部にかけて極めて緩やかに下降する．体腹縁

は吻端から腹鰭基部にかけて下降しそこから胸鰭

基底直下にかけて上昇し，臀鰭第 15軟条基底に
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かけて緩やかに上昇，そこから尾鰭基底にかけて

上昇する．頭部の輪郭は丸みをおびる．上顎の先

端は下顎よりも前方に突出し，上唇は厚い．鼻孔

は眼の前方に位置し，前鼻孔は管状で，後縁に先

端が二叉した皮弁を有する．後鼻孔は円形で，前

縁はわずかに伸長する．眼上皮弁は基本的に 2叉

し，その長さは眼径より大きい．項部に小さな葉

状の皮弁を具える．胸鰭基底上端は鰓膜後端直後

に位置する．胸鰭は前後方向に伸びた楕円形を呈

し，その後端は肛門直上に達する．背鰭起部は鰓

膜上端直上に位置し，最後軟条は鰭膜により尾柄

に癒合する．背鰭軟条は分枝しない．肛門は円形

で臀鰭起部の直前に位置する．腹鰭は細長く，腹

鰭起部は背鰭起部よりわずかに前方に位置する．

臀鰭起部は背鰭第 10棘基部直下に位置し，最後

軟条は鰭膜で尾柄部と癒合する．尾鰭は円形で，

中央の 9軟条は分枝する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体色の変異は

大きく，体側の地色はオレンジ色で，7個の茶褐

色から赤褐色の鞍状斑がはいり，その間はクリー

ム色を呈する．腹部は白色で，体側下方に赤褐色

小斑が散在する（KAUM–I. 124425は体側下部の

地色がオレンジ色で白色小斑が散在する）．頭部

の地色は赤褐色で，頬部と鰓蓋に白色小斑が散

在する．頭部腹面は白色で黒色横帯が 2–3本はい

り，腹鰭基底付近は黒色を示す．（KAUM–I. 

124425は頭部腹面から腹鰭基底にかけて一様に

黒色を呈する）．眼上皮弁と項部皮弁は朱色が混

じるクリーム色．背鰭第 1–2棘間の鰭膜に赤色で

縁取られた暗色斑がある．背鰭鰭膜は一様に白色

半透明（KAUM–I. 124425の背鰭鰭膜の前半部は

鮮やかな黄色を呈し，朱色の雲状斑がある．後半

部の基底付近は朱色がかる）．軟条は白色半透明

で，軟条に沿って赤色斑が等間隔に整列する．た

だし，背鰭前半部はやや不明瞭．胸鰭は黄色みが

かった半透明で，基底はクリーム色．胸鰭基底下

部に三日月形の赤褐色斑がある．腹鰭は白色で，

基底部付近は暗色を呈する．臀鰭鰭膜と軟条基部

付近は淡い赤色で中間部は淡い黄色，先端は淡い

茶褐色を呈する．尾鰭軟条と鰭膜は白色半透明で，

軟条に沿って赤色斑が等間隔に並ぶ．

分布　マツバギンポはスリランカから日本お

よびオーストラリア西岸にかけてのインド・西太

平洋に分布する（Allen and Adrim, 2003; Allen and 

Fig. 1. Fresh specimens of Mimoblennius atrocinctus from Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan (A: KAUM–I. 124425, 48.1 mm SL; 
B: KAUM–I. 124426, 39.5 mm SL).
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Erdmann, 2012；藍澤・土居内，2013）．日本国内

では八丈島，和歌山県田辺・串本，高知県沖の島，

小笠原諸島，および鹿児島県硫黄島以南の琉球列

島から記録されている（Fukao, 1985; Senou et al., 

2002；藍澤・土居内，2013；目黒，2013; Nakae 

et al., 2018）．本研究により薩摩半島西岸において

も分布が確認された．

備考　記載標本は背鰭棘数が通常 13，腹鰭が

1棘 3軟条，頭部に小さな項部皮弁をもつ，臀鰭

最後軟条が鰭膜によって尾柄部に癒合することな

どが Springer and Spreitzer (1978), Springer (2001)，

および藍澤・土居内（2013）の示した Mimoble-

nnius atrocinctusの標徴によく一致したため，本

種に同定された．

Allen and Erdmann (2012)や藍澤・土居内（2013）

はマツバギンポの背鰭棘数を 13としたが，

KAUM–I. 124426と 124489では 12であった．本

研究ではこれらの差異は種内変異の範囲内と判断

した．

マツバギンポの国内における記録は分布の項

に示したとおりである．したがって，本報告で示

した記載標本は本種の九州沿岸における初めての

記録となる．

Petroscirtes springeri Smith-Vaniz, 1976

フタホシニジギンポ　（Fig. 2; Table 1）

標 本　2 個 体：KAUM–I. 124418， 体 長 43.7 

mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦米島南方

（31°25′55′′N, 130°07′19′′E），水深 6–14 m，2018年

12 月 16 日，手網，山田守彦ほか，KAUM–I. 

128152，体長 37.5 mm，鹿児島県南さつま市笠

沙町片浦立羽島南岸（31°25′30′′N, 130°10′48′′E），

2018年 9月 27日，手網，山田守彦．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は

細長く，後方に向かうにしたがい側扁する．口は

端位であり，両顎の先端はほぼ同じ．背鰭の前端

は高くならない．頭部の輪郭は丸みを帯びる．後

M. atrocinctus P. springeri
KAUM–I. 124425 124426 124489 124490 124418 128152
Standard length (SL; mm) 48.1 39.5 23.9 23.5 Standard length (SL; mm) 43.7 37.5
Counts Counts
 Dorsal-fin rays XIII, 18 XII, 17 XII, 17 XIII, 18  Dorsal-fin rays XII, 11 XII, 11
 Anal-fin rays II, 20 II, 18 II, 19 II, 18  Anal-fin rays II, 18 II, 20
 Pectoral-fin rays (left / right) 15 / 15 15 / b 15 / 15 14 / 15  Pelvic-fin rays I, 3 I, 3
 Suborbital cirri (left / right) 1 / 2 2 / 1 2 / 2 2 / 2  Pectoral-fin rays 14 —
Measurement (% SL)  Caudal-fin rays 11 17
 Total length 56.2 47.9 24.2 25.1  Upper conical tooth 0 0
 Head length 21.0 21.3 26.0 21.9  Upper tooth 18 5
 Pre-dorsal-fin length 21.4 23.6 24.5 26.6  Lower conical tooth 1 b
 Pre-anus length 39.7 44.1 47.0 48.1  Lower tooth 18 6
 Body depth 17.2 19.0 19.2 20.6 Measurements (% SL)
 Caudal-peduncle depth 7.0 7.7 7.5 7.7  Head length 10.9 9.8
 Caudal-peduncle length 4.1 3.6 4.4 6.0  Orbit diameter 3.7 3.6
 Dorsal-fin base length 85.0 82.5 71.1 83.6  Body depth 6.4 4.7
 Anal-fin base length 55.6 50.9 52.3 49.4  Pre-anus length 21.5 19.9
 Snout length 7.7 7.1 6.1 6.6  1st dorsal-fin spine length 2.0 4.0
 Interorbital width 1.8 1.2 1.3 1.6  2nd dorsal-fin spine length 3.8 5.2
 Orbit diameter 7.3 7.2 7.4 8.8  3rd dorsal-fin spine length 3.8 5.0
 1st dorsal-fin spine length 5.3 6.2 7.4 11.1  4th dorsal-fin spine length 4.1 5.5
 2nd dorsal-fin spine length 8.5 7.9 9.9 12.6  1st dorsal-fin soft ray length 4.9 3.7
 3rd dorsal-fin spine length 8.5 8.1 9.4 13.5  Pelvic-fin length 3.3 4.6
 12th dorsal-fin spine length 6.7 8.4 7.4 8.7  Longest caudal-fin ray 

length 8.0 4.6
 1st anal-fin soft ray length 6.7 8.2 9.1 9.4
 Pectoral-fin length 19.6 24.4 26.1 27.6  Shortest caudal-fin ray 

length 2.8 1.6
 Pelvic-fin length 12.4 18.3 17.3 20.3

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Mimoblennius atrocinctus and Petroscirtes 
springeri from Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan.
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方に向かうにつれて側扁する．体背縁は吻端か

ら眼にかけて著しく上昇し，その後背鰭第 2軟

条基部までわずかに上昇する．そこから尾柄部に

かけて極めて緩やかに下降する．体腹縁は吻端か

ら腹鰭起部にかけてなだらかに下降した後，そこ

から肛門にかけて体軸に平行，肛門後方から尾鰭

基底は尾柄部に向かって極めて緩やかに上昇す

る．両顎の先端は同じ．上顎の後端は眼の前縁直

下に達する．鼻孔は眼の前方に位置し管状．後

鼻孔は短い皮弁を有する．頭部感覚管の開孔は単

純．下顎管は下顎後端下方に位置し 3孔で，各孔

はつながりそれぞれ短い皮弁を伴う．前鰓蓋管は

前部で 3孔が前後方向に 1列に並び，後部で 3孔

が背腹方向に 1列に並ぶ．鼻域孔は頭部背面の眼

隔域前方にあり左右 2対．眼隔管は左右 2対 4孔

のうち 2孔のみが開孔．眼上管は眼の後方，背腹

方向に 2孔．眼下管は眼を取り囲むように並び，

前方に背腹方向に 3孔，下方に前後方向に 3孔，

後方に 1孔が開孔する．上側頭管は背鰭起部前方

に 1孔，その左右後方に 1対あり計 3孔．側頭管

は上側頭管の下方から体軸と平行に背鰭第 2棘基

部側方にかけて前後方向に 3孔が並ぶ．側線管は

前後方向に伸長した管状で 6つあり，それぞれの

前後両端で開孔する．最前のものは第 3背鰭棘下

方から始まりやや上昇した位置でおわる．2–4個

目はそれぞれ背鰭第 4棘基部直下から背鰭第 5棘

基部直下まで，第 5棘基部直下から第 6軟条棘基

部直下まで，第 6棘基部と第 7棘基部の間から第

3軟条基部と第 4軟条基部の間に体軸と平行に並

ぶ．5個目は第 8棘基部直下から始まり，斜め後

下方に伸長し，第 9棘基部直下でおわる．最後の

ものは背鰭第 11棘直下から始まり，第 12棘直下

でおわる．胸鰭基底上端は背鰭第 5棘基部直下に

位置する．胸鰭は円形を呈し，その後端は背鰭第

11棘基部直下に達する．背鰭起部は鰓膜上端よ

り前方に位置し，背鰭最後軟条は鰭膜により尾柄

に癒合する．背鰭軟条は分枝しない．肛門は円形

で臀鰭起部の直前に位置する．腹鰭は細長く伸長

し，その基部は背鰭第 3棘基部直下に位置する．

臀鰭起部は背鰭第 2軟条基部直下に位置する．臀

鰭最後軟条は鰭膜で尾柄部と癒合する．尾鰭後縁

はごくわずかに突出したゆるやかな二重截形を呈

する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2）―吻端から眼を

通り，尾柄部に達する暗色縦帯があり，それより

背側は淡い茶褐色，腹側は淡い黄土色となる．腹

面および頭部腹面は淡く，黄色みがかった乳白色

を呈する．体側上方は茶褐色の 8個の鞍状斑が並

ぶ．鰓蓋および尾鰭基底にそれぞれ１暗色斑が

ある．頬部に茶褐色の小斑が散在する．胸鰭の

軟条は白色半透明で，鰭膜は淡い茶色．背鰭は黄

土色で，基底付近は黒色を呈し，後半部の外縁

は白みがかる．背鰭鰭条は茶褐色．腹鰭は黄色み

がかった白色．臀鰭の基底付近は褐色がかった黄

色で，外縁は白みがかる．臀鰭鰭条は淡く黄色み

がかった乳白色を呈す．尾鰭軟条は赤みがかった

茶褐色で，鰭膜は茶色みをおびた白色半透明．

分布　フタホシニジギンポは東アジア固有種

で，日本と台湾からのみ記録されている．日本国

内では山口県日本海沿岸，千葉県館山湾から高知

県柏島にかけての太平洋沿岸，および愛媛県室手

から記録されており（藍澤・土居内，2013），本

Fig. 2. Fresh specimen of Petroscirtes springeri from Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 124418, 43.7 mm SL).
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研究により薩摩半島西岸においても分布が確認さ

れ，日本国内における分布の南限記録となる．

備考　記載標本は背鰭棘数が 12，下顎管と上

側頭管がそれぞれ 3孔，下顎皮弁が分枝する，幅

広い暗色縦帯が吻端から尾柄部にかけての体側中

央にある，鰓蓋と尾鰭基底にそれぞれ 1暗色斑が

あることなどが Smith-Vaniz (1976)や藍澤・土居

内（2013）の示した Petroscirtes springeriの標徴

によく一致したため，本種に同定された．

Petroscirtes springeriは台湾から得られた 1個体

に基づき，新種記載された（Smith-Vaniz, 1976）．

その後，Yatsu et al. (1983)によって愛媛県西海と

静岡県富戸から得られた標本に基づき，日本初記

録として標準和名が提唱された．フタホシニジギ

ンポは細長い体型で体側に褐色縦帯があることな

どから，ニジギンポ Petroscirtes brevicepsと類似

するが，鰓蓋と尾柄部にそれぞれ 1暗色斑がある

ことや下顎皮弁が分枝することで容易に識別され

る（藍澤，1997；藍澤・土居内，2013）．

フタホシニジギンポの国内における記録は分

布の項に示したとおりであり，これまで鹿児島県

内の魚類相調査においても報告されていない

（Motomura et al., 2010, 2016； 本 村 ほ か，2013, 

2019；本村・松浦，2014; Motomura and Harazaki, 

2017；岩坪・本村，2017；木村ほか，2017; Nakae 

et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；小枝ほ

か，2018）．したがって，本報告に用いた記載標

本はフタホシニジギンポの鹿児島県における初め

ての記録であるとともに，九州沿岸からの初記録

である．
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26450265），JSPS研究拠点形成事業－ Bアジア・

アフリカ学術基盤形成型，国立科学博物館「日本

の生物多様性ホットスポットの構造に関する研究

プロジェクト」，文部科学省特別経費「薩南諸島

の生物多様性とその保全に関する教育研究拠点整

備」，および鹿児島大学重点領域研究環境（生物

多様性・島嶼プロジェクト）学長裁量経費の援助

を受けた．
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